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平成 26 年度第 2回青森市子ども会議開催概要 

1111    日時日時日時日時   平成 26 年 6 月 14 日（土） 9時～12 時    

2222    場所場所場所場所   青森市総合福祉センター2 階 大集会室 

3333    出席者出席者出席者出席者  平成 26 年度青森市子ども委員 19名（欠席者 13 名）    

平成 26 年度青森市子どもサポーター3名 

     事務局 4 名 

4444    活動内容活動内容活動内容活動内容 ・子どもの権利に関する学習会② 

       ・昨年度の子ども会議の活動で出された市への提案に対する対応状況の説明 

       ・「身の回りの興味のあることについての活動」の活動テーマの決定 

5555    開催開催開催開催概要概要概要概要 

  第2回の前半の活動は、第1回に引き続き、 

子どもの権利に関する学習会を行いました。 

  学習会の講師は、第 1 回に引き続き、「子も

の権利擁護委員」である小林央美（こばやし

ひろみ）先生にお願いしました。 

 

  今回の学習会では、まず、グループごとに

「困った場面」を考えてもらい、それに対し

「守られていない人権」と「解決のために何

ができるか」について話し合い、そして答え

を取りまとめるという課題が出されました。 

 

話し合いの結果、各グループからはこのような課題に対する回答が出されました。 

 

子ども委員の答え 
 

    困困困困ったったったった場面場面場面場面    守守守守られていないられていないられていないられていない人権人権人権人権    解決解決解決解決のためにのためにのためにのために何何何何ができるかができるかができるかができるか    

1 親がケータイを見る 自分らしく生きる権利 

・定期的にパスワードを変える 

・親への感謝のメモを入れておく 

・同じことを親にも行う 

・あえて見せる 

2 
親の反対を受けて好きな

部活動に入れない 

・意見を表明し参加する権利 

・自由に生きる権利 

自分の意見を親に伝えて話し合い

をしたりする 

3 

いじめにあっている友達

を助けたいけど助けに行

きにくい 

自分らしく生きる権利 

・担任の先生に相談する 

・話を聞くときにはどちらの立場

にも立たずに話を聴く 

4 

クラスの中で女子の意見

が強くなると、それに対

して男子がさからえない 

意見を表明し参加する権利 

・みんなが平等であることを判っ

たうえで意見を出し合う 

・影響力の強い人から歩み寄って

あげる 
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5 

学校で一生懸命合唱の練

習をしてきたのに、発表

直前になって先生に曲名

を変えられた 

・自分らしく生きる権利 

・意見を表明し参加する権利 

・本当の教育とは何か教師に教え

る 

・言葉で伝えればよかった 

 

 

小林先生からは、一つ一つについてコメン

トをいただきながら、子どもにとって大切な

権利である「安心して生きる権利」、「自分ら

しく生きる権利」、「豊かで健やかに育つ権利」、

「意見を表明し参加する権利」があることを

学び、学習会を終えました。 

 

 

 

 

 

  続いて、昨年の子ども会議の活動で出された市への提案に対する対応状況の説明が行われま

した。 

 

  まず、事務局から、昨年の 11月に開催した「子どもの権利の日イベント」の場で、子ども会

議の活動を通して子ども委員自らが調べ、関係者との話し合いや実際に街に出るなどの活動を

行った上で出された、市への様々な提案に対する現時点での対応状況について、子ども委員た

ちに説明しました。 

  対応状況としては、「通学路やバス停などでのポイ捨て対策を行ってほしい。」、「携帯灰皿を

持つよう呼びかけてほしい。」、「青森市のごみの現状について、青森市民に話し、自分たちに何

ができるかを考えてもらいたい。」などの提案を受け、市では、 

 ○昨年 12 月に開催した、「第 3 回青森市環境フェア 2013」における、子ども委員が作成したた

ばこの吸い殻のポイ捨て禁止と携帯灰皿の所持についてのポスターの張り出し 

 ○今年 5 月 31 から 6月 6 日までの間に行われた「たばこの煙から子どもを守ろう運動 スモー

クフリー・アクション 2014」における、「たばこのポイ捨て、歩きたばこをやめよう」等の

街頭での呼びかけ等 

 を行いました。 

  また、この他の子ども委員からの提案については、現在、担当部局において、実施の可能性

について検討等を行っていることを伝えました。 

 

事務局では、今後も子ども委員から出された市に対する提案については、可能な限り実現で

きるよう担当部局に働きかけていくとともに、定期的に対応状況等を確認し、子ども委員たち

に報告していきます。 

 

  次に、今年度の子ども会議の活動内容である「身の回りの興味のあることについての活動」

の活動テーマについて話し合いを行いました。 
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  まず、子ども委員たちから事前に出してもらった「今年度の子ども会議でやってみたいこと」

を見てもらい、グループごとに話し合いをしてもらいました。 

 

  話し合いをした上で、このほかに活動してみたいと思うことがないか、また、意見などはな

いか尋ねたところ、次のような提案が出されました。 

 

 ○『環境』・『交流』に関係するテーマのうち、「緑を増やす活動」、「子どもの個性、能力が活か

される環境作りに関する活動」、「生活しやすい環境作りに関する活動」を 

            ⇒⇒⇒⇒『『『『学校学校学校学校』』』』・・・・『『『『スポーツスポーツスポーツスポーツ』』』』等等等等にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマにににに区分区分区分区分しししし、、、、テーマテーマテーマテーマ名名名名をををを『『『『子子子子どもをどもをどもをどもを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく環環環環

境境境境』』』』にするにするにするにする    
 
 ○「緑を増やす活動」を『まちづくり』に区分する 

   ⇒⇒⇒⇒他他他他のののの委員委員委員委員からからからから、「、「、「、「昨年度昨年度昨年度昨年度のののの活動活動活動活動のののの中中中中でででで、「、「、「、「街街街街」」」」ををををテーマテーマテーマテーマとしたとしたとしたとした活動活動活動活動をををを行行行行ったったったった時時時時にににに、、、、テーマテーマテーマテーマ

のののの範囲範囲範囲範囲がががが広広広広すぎてすぎてすぎてすぎて、、、、イベントイベントイベントイベント開催時開催時開催時開催時にににに苦労苦労苦労苦労したのでしたのでしたのでしたので、『、『、『、『まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり』』』』テーマテーマテーマテーマをををを広広広広げないげないげないげない

ほうがほうがほうがほうが良良良良いいいい」」」」とのとのとのとの意見意見意見意見をををを踏踏踏踏まえまえまえまえ、「、「、「、「緑緑緑緑をををを増増増増やすやすやすやす活動活動活動活動」」」」はははは『『『『子子子子どもをどもをどもをどもを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく環境環境環境環境』』』』にににに区区区区

分分分分したままとするしたままとするしたままとするしたままとする    
 

○『観光』・『文化』に関係するテーマと『農林』・『食』に関係するテーマを合体する 
 
 ○青森の地産物を使った料理、レシピ等を研究し、ＰＲする。 

  ⇒⇒⇒⇒『『『『観光観光観光観光』』』』にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマにににに区分区分区分区分    
 
 ○『普及・啓発』に関係するテーマは、グループ毎に行う活動テーマとは別に、子ども委員全

員で行うことにする 
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  これらの意見も踏まえながら、子ども委員と話し合いを行い、“興味活動”については、次の   

4 つのテーマとすることに決まりました。 

    ①①①①「「「「子子子子どもをどもをどもをどもを取取取取りりりり巻巻巻巻くくくく環境環境環境環境」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ    

    ②②②②「「「「交流交流交流交流」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ    

    ③③③③「「「「観光観光観光観光」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ    

    ④④④④「「「「まちまちまちまちづくりづくりづくりづくり」」」」にににに関係関係関係関係するするするするテーマテーマテーマテーマ    

 

  続いて、これらのテーマの中から、どのテーマで活動したいのか、子ども委員 1人ひとりに

紙に書いて提出してもらったところで、第 2 回会議は終わりました。 

 

  次回第 3 回では、第 2 回を欠席した子ども委員も含め、自分で選んだ活動テーマごとに新た

なグループを編成し、テーマ毎の数ある活動内容の中から、どの活動を行うかを決定する話し

合いや、「『子どもの権利条例』の普及啓発活動」の内容などを決定するための話し合いを行う

予定です。 

 

 


